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1.はじめに 

 国土交通省南三陸国道事務所は、岩手内陸部と東日本大震災で被災した三陸沿岸地域を結ぶ横断道路として花

巻釜石道路改築事業を進めており、仙人峠道路終点付近に計画する釜石西 IC（仮称）から釜石 JCT（仮称）を結ぶ

約 6 ㎞の自動車専用道路の整備が進められている。本工事は、仙人峠道路付近に位置する釜石線洞泉・松倉間の甲

子こ線橋が釜石西 IC（仮称）から

の合流車線用に拡幅工事が必要

になったため、当社が線路上空部

の桁架設を受託し、施工するもの

である（図-1）。本稿では、既設

こ線橋の拡幅工事における大型

クレーンでの桁架設計画につい

て報告する。 

 

 2.工事概要 

 本工事の下部工は、既設こ線橋新設時に今回の拡幅計画に対応した形状で施工が完了している。そのため、今回

の拡幅計画は、上部工のみの拡幅となる。上部工断面図を図-2、側面図を図-3に示す。現状を 3.5ｍ拡幅して幅員

14.7ｍにする工事であり、現道拡幅幅に伴い線路上空に架設する主桁（桁長 50.3ｍ、桁高 2.7ｍ、桁重量 39.8ｔ、勾

配 4％）は、ベント設備（B3）を用いた 550ｔ吊り油圧クレーンにより一括架設する計画である。 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

3.拡幅部主桁架設計画 

3-1 クレーン選定 

現地は、既設こ線橋脇に地組桁及び大型クレーン

の設置スペースが確保でき、吊荷重（主桁重量 39.8

ｔ、玉掛設備重量 3.7ｔ、フック重量 2.4ｔの計 45.9

ｔ）及び、最大作業半径 31ｍより、550ｔ吊り油圧

クレーン（定格吊荷重 52.8t）による主桁一括架設工

法を選定した （図-4）。 

キーワード：こ線橋、桁架設、拡幅 

〒980-8580 仙台市青葉区五橋 1-1-1 TEL:022-266-9667 

 

新設拡幅部

i %

加速車線

FH1
2.0%

LC

本線

B-CL

1250
105

1100

3500

350
1500

14700
14000

2
7
0
0

1100

11200

3x3000=90002400 1100

7000500
1625

250

3250
1625 1250

105

350
1750

500

1000

35003500

JR施工範囲（床版部）

JR施工範囲（桁部）

 

釜石方
花巻方

花巻方

釜石方

P2
P3

横桁対傾構事前仮取付け

杭基礎ベント

市道北洞関線

Ｊ
Ｒ
 釜

 石
 線

現 橋 道 路

橋軸方向ベント転倒防止材

橋軸直角方向ベント転倒防止材

桁架設用550t吊り油圧クレーン
主ブーム30m＋2.5m＋36mﾗﾌｨﾝｸﾞｼﾞﾌﾞ

R=30.0m

地組桁

 【凡例】 

：国交省施工 

：ＪＲ施工 

：既設こ線橋 

図-1 甲子こ線橋位置図 

図-2 上部工断面図 

図-4 平面図 

図-3 側面図 
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3-2 架設計画 

桁架設は、前述した通り、550ｔクレーンでの一括架設である。なお、線路上空での桁架設となるので、鉄道の安

全確保のため、当該箇所に列車を入れない措置（線路閉鎖）をして桁架設を行う必要がある。そのため、夜間線路

閉鎖間合い 312 分（22：48～5：18）を前提に計画することとした。 

 今回の桁架設のポイントは、鉄道が運行している状況で上空に位置する桁が不安定な状態とならないように、新

設桁と既設桁との接合を所定間合い内で確実に行うことである。新設桁と既設桁の接続箇所を図-6に示す。新設桁

と既設桁との接合は、橋軸方向端部で１箇所、既設桁に事前に設置した横桁部の 3 箇所で行う桁架設当日は、ドリ

フトピンおよびボルトによる仮締めでの接合とし、ボルトの本締めは、床版および壁高欄のコンクリート打設後に

行う計画とした。 

桁架設のサイクルタイムを表-1に示す。桁架設時の接合順序は、クレーンが所定位置まで旋回した後、最初に釜

石方の橋軸方向端部を接合し、順次、花巻方の横桁部の接合を行う計画とした。今回、横桁 3 箇所の接合用横桁ボ

ルト孔の位置合わせに時間を要すると考え、ボルト孔が合わない時には、事前に取り付けた横桁の高さ調整を行う

ことでボルト孔の位置を合わせることができるように横桁部に長孔を設けた（図-5）。なお、実施工においては、事

前に主桁の吊試験を行い、桁の勾配やたわみを確認した上でボルト孔の位置合わせを行うこととした。このように、

今回、主桁の接合にあたり横桁のボルト孔の位置調整時間を考慮

した作業時間を設定し、桁架設のサイクルタイムに反映させた。

また、線路上空での桁架設作業は、時間的な制約が大きいので、

地上で可能な作業は事前に行い、極力、線路上空での作業量を少

なくすることとしたほか、現道路交通へ支障させないように桁架

設時のクレーン旋回方向を現道路側と反対方向に旋回すること等

も考慮して桁架設計画を立てた。 

 

4.おわりに 

 本工事は、震災から 7 年となる平成 30 年度の供用開始を目標としている。国土交通省工事との現場調整の多い工

事であるが、被災地域の復興へ貢献するため安全かつ計画的に工事を進めていきたい。 
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図-5 横桁接続箇所  
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表-1 桁架設サイクルタイム  

図-6 新設桁接続位置  
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